
ＪＡ士幌町と組合員がつくる情報誌

　
今
年
の
冬
は
、
東
京
な
ど
で
大
雪
が
降
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

北
海
道
で
は
55
年
ぶ
り
に
２
月
に
プ
ラ
ス
10
℃
を
超
え
る

気
温
と
な
る
な
ど
、
昨
夏
に
続
き
異
常
気
象
を
実
感
し
た

冬
で
し
た
…
。

　
さ
て
、
３
月
に
入
り
ま
し
て
、
北
海
道
で
は
ま
だ
ま
だ

花
が
咲
く
に
は
遠
い
季
節
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
各
地

で
は
桜
が
咲
き
始
め
、
そ
ろ
そ
ろ
お
花
見
の
季
節
と
な
っ

て
き
ま
す
。
現
代
で
は
お
花
見
と
い
え
ば「
桜
」で
す
が
、

始
ま
り
は
奈
良
時
代
で
当
時
は「
梅
」の
花
を
観
賞
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
ど
ち
ら
も
北
海
道
で
は
同
時
に
咲
く
の
で
、

北
海
道
は
あ
る
意
味
新
旧
の
お
花
見
を
網
羅
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
も
続
き
ま
す
が
、
体
調
管
理
に
は
十

分
留
意
い
た
だ
き
な
が
ら
、
待
ち
遠
し
い
お
花

見
の
季
節
を
迎
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｒ
）
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３
月
号
の
表
紙
は
１
月
22
日

に
開
催
さ
れ
た
女
性
部
創
立

70
周
年
記
念
の
風
景
で
す
。

多
く
の
ご
来
賓
お
よ
び
部
員

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
に
は
ホ
ク
レ
ン
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
の
森
崎
博
之
氏

に
お
越
し
頂
き
、
食
料
自
給

率
な
ど
の
テ
ー
マ
に
は
考
え

さ
せ
ら
れ
つ
つ
も
笑
い
も
あ
り
、

会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

篠原会長　１・２月の動静
【１月】
１/７（日）	北海道農協政治連盟役員会
１/９（火）	北農連新年交礼会、農協理事会（WEB）
１/17（水）	常勤役員参事会、ガバナンス委員会
１/19（金）	JA 北海道大会実践委員会、北海道農協基本農政

対策本部委員会・北海道農協食の安全・安心確
保対策本部委員会合同会議、中央会理事会、ホ
クレン理事会、北海道農協政治連盟役員会、JA
カレッジ評議員・理事合同会議

１/22（月）	JA 士幌町女性部70周年記念講演
１/23（火）	全農経営管理委員会、全国経済事業会長会議【東

日本】（東京）
１/25（木）	全国農協観光協会理事会（東京）
１/26（金）	JA 士幌町役員研修

【２月】
２/13（火）	全農経理管理委員会（東京）
２/26（月）	農協理事会（WEB）
２/27（火）	全農地区別総代会議【北海道・東北】（仙台）

展示会の様子
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１
月
22
日（
月
）、
農
協
本
部
事
務
所
２
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
士
幌
町
農
協
女
性
部
創
立
70
周
年

記
念
式
典
並
び
に
記
念
講
演
が
厳
か
に
挙
行
さ
れ
、
部
員
並
び
に
女
性
部
ゆ
か
り
の
方
々
約

２
６
０
名
が
出
席
し
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
昭
和
28
年
、
初
代
部
長
の
加
藤
ハ
ル
様
の
お
声
掛
け
で
、
女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
求
め

て
、
農
村
女
性
の
自
立
と
明
る
く
豊
か
な
農
村
生
活
を
目
標
に
掲
げ
、
農
協
事
務
所
会
議
室
に
約

１
５
０
名
が
集
ま
り
、「
士
幌
農
協
婦
人
部
」と
し
て
発
足
し
て
以
来
、
各
種
事
業
や
部
員
同
士
の

交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
女
性
部
員
の
拠
り
所
と
な
る

組
織
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
に
際
し
、
吉
田
こ
ず
恵
部
長
よ
り「
70
年
続
い
た
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
時
代
に

合
っ
た
、
柔
軟
で
持
続
可
能
な
組
織
の
在
り
方
へ
と
変
え
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
女
性
部
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。『
彩
雲
』が
輝
く
空
の
よ
う
に
、
私
達
も 

輝
か

し
い
人
生
を
目
指
し
、『
彩
雲
』が
も
た
ら
す
良
い
変
化
の
波
に
乗
っ
て
こ
の
転
換
期
を
乗
り
越
え
、

女
性
部
と
し
て
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
曽
我
礼
子
実
行
委
員
長
よ
り
70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
が
な
さ

れ
た
後
、
60
周
年
以
降
に
歴
代
部
長
を
務
め
ら
れ
た
５
名（
詳
細
に
つ
い
て
は
表
の
と
お
り
）、
Ｊ

Ａ
十
勝
女
性
協
議
会
会
長
を
担
わ
れ
た
市
原
真
里
さ
ん
、
67
年
に
亘
っ
て
女
性
部
活
動
に
参
加
さ

れ
た
安
村
艶
子
さ
ん
ら
に
感
謝
状
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
國
井
組
合
長
ら
来
賓
３
名
か
ら
の
祝
辞
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
第
60
・
61
代
部
長
の

岡
田
栄
子
さ
ん
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
昼
食
に
は
、『
国
消
国
産
』を
意
識
し
て
、
地
元
の
物
を
地
元
で
食
べ
よ
う
を
コ

ン
セ
プ
ト
に『
士
幌
産
』『
十
勝
産
』の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
お
弁
当
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演
に
は
、
ご
多
忙
の
中
、
篠
原
会
長
も
ご
出
席
さ
れ
、
女
性
部
創

立
70
周
年
に
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
講
師
の
ホ
ク
レ
ン
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
ら
れ

て
い
る
森
崎
博
之
氏
を
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
森
崎
氏
は「
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と
」と
題
し
て
、

農
業
の
大
切
さ
や
食
育
の
必
要
性
を
持
ち
前
の
ト
ー
ク
力
で
お
話
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ

る
と
と
も
に
、
農
業
や
食
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

盛
大
に
節
目
を
祝
う

Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部
創
立
70
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演

【表彰者紹介】
≪歴代部長≫
　平成24-25年度	 第60・61代部長	 岡田　栄子 様
　平成26年度	 第62代部長	 森本　昭代 様
　平成27-28年度	 第63・64代部長	 市原　真里 様
　平成29-30年度	 第65・66代部長	 太田小枝子 様
　令和1-2年度	 第67・68代部長	 河田　三紀 様

≪功労者≫
　平成29-30年度	 第12代ＪＡ十勝地区女性協議会会長
		  市原　真里 様

≪永年在籍表彰≫
　昭和31年現在に至るまで67年間に亘り女性部員として活動
		  安村　艶子 様

≪歴代事務局≫
　今井　　均
　香川みどり

ＪＡ十勝地区女性協議会　平会長の祝辞ＪＡ十勝地区女性協議会　平会長の祝辞謝辞を述べる岡田栄子さん謝辞を述べる岡田栄子さん篠原会長のご挨拶篠原会長のご挨拶

髙木町長の祝辞髙木町長の祝辞 國井組合長の祝辞國井組合長の祝辞 曽我委員長の経過報告曽我委員長の経過報告 吉田部長の式辞吉田部長の式辞

感謝状を授与された歴代部長の皆さま感謝状を授与された歴代部長の皆さま

記念講演の様子記念講演の様子

物故者へ捧げる黙祷物故者へ捧げる黙祷

国消国産を意識して国消国産を意識して
作られたお弁当作られたお弁当

感謝状贈呈の様子感謝状贈呈の様子
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ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
乾
燥
野
菜

の
工
場
や
冷
凍
工
場
等
を
最
近
立
ち
上

げ
て
、
生
産
者
の
所
得
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
加
工
し
て
販
売

す
る
と
い
う
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま

す
。

　
熊
本
大
同
青
果
で
は
熊
本
県
産
の
次

に
北
海
道
産
の
青
果
が
多
く
、
士
幌
協

議
会
の
馬
鈴
薯
は
北
海
コ
ガ
ネ
を
中
心

に
令
和
４
年
産
で
は
約
8
0
0
ト
ン
の

取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す
。

　
担
当
者
か
ら
は
、
令
和
５
年
は
北
海

道
も
猛
暑
で
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
馬
鈴
薯
の
出
荷
を
順
調
に
し
て
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
産
地
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
価
格
や
販
売
量
に
つ
い
て
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と

話
さ
れ
ま
し
た

ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
熊
本
工
場

�

（
熊
本
県
熊
本
市
）

　
ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
は
熊
本
県
酪
農

業
協
同
組
合
連
合
会
の
通
称
で
あ
り
、

昭
和
29
年
４
月
に
設
立
し
会
員
数
は
20

　
昨
年
11
月
26
日
～
30
日
ま
で
４
泊
５

日
の
日
程
で
、
協
力
委
員
長
会
の
道
外

視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
致
し
ま
す

熊
本
大
同
青
果
株
式
会
社

�

（
熊
本
県
熊
本
市
）

　
昭
和
36
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
青
果

会
社
で
、
従
業
員
数
約
4
0
0
名
で
取

扱
品
目
数
は
約
2
0
0
品
目
、
一
日
に

約
6
5
0
ト
ン
の
取
り
扱
い
が
あ
り
ま

す
。
令
和
４
年
に
は
年
間
の
取
扱
高
が

4
0
0
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　
卸
売
市
場
の
中
で
も
、
熊
本
大
同
青

果
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
、
そ
の
要
因

は
熊
本
県
は
野
菜
・
果
物
の
種
類
と
量

が
多
く
あ

る
産
地
な

の
で
、
安

定
的
に
集

荷
が
で
き

る
こ
と
も

要
因
の
一

つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

日
１
６
，
0
0
0
袋
、
カ
ッ
プ
サ
ラ
ダ

は
5
，
8
0
0
個
製
造
し
、
九
州
の
イ

オ
ン
・
西
友
・
生
協
に
卸
し
て
い
ま
す
。

主
に
九
州
産
の
野
菜
を
使
用
し
て
い
る

が
時
期
的
に
は
北
海
道
産
の
野
菜
も
使

用
し
て
い
ま
す

　
ふ
く
れ
ん
で
は
、
地
球
の
環
境
保
全

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

従
来
の
重
油
燃
料
か
ら
L
N
G（
液
化

天
然
ガ
ス
）ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
や
工
場
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
で
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
豆
乳
は
こ
の
工
場
で
の
主
力
商
品
で

あ
り
、
北
海
道
産
の
大
豆
も
多
く
使
用

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で
、
ふ
く
れ
ん

も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
ひ
と
つ
と
し
て
生
産

者
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
担
当
者
は

話
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
テ
ト
フ
ー
ズ
関
東
工
場

�

（
埼
玉
県
東
松
山
市
）

　

株
式
会
社
ポ

テ
ト
フ
ー
ズ
関

東
工
場
は
、
平

成
元
年
に
士
幌

町
農
協
の
農
作

物
を
よ
り
付
加
価
値
を
加
え
た
加
工
品

と
し
て
、
首
都
圏
消
費
者
に
提
供
す
る

た
め
に
カ
ル
ビ
ー
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
工
場
と
し

て
発
足
し
35
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今

回
の
視
察
に
当
た
っ
て
は
、
本
町
出
身

の
白
木
専
務
を
は
じ
め
井
田
管
理
部
長
・

野
﨑
製
造
部
長
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　
こ
の
工
場
で
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
に
馬

鈴
薯
は
年
間
に
３
万
６
千
ト
ン
く
ら
い

を
使
用
し
、
北
海
道
フ
ー
ズ
の
じ
ゃ
が

り
こ
・
コ
ロ
ッ
ケ
・
冷
凍
食
品
や
関
西

工
場
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
に
使
う
原
料
を

合
わ
せ
る
と
、
士
幌
協
議
会
で
取
れ
る

馬
鈴
薯
の
約
半
分
を
食
品
工
場
で
使
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
工
場
で
は

年
間
約
１
万
２
千
ト
ン
の
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
を
製
造
し
、
国
内
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
の
消
費
の
７
～
８
％
く
ら
い
を
こ
の

工
場
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
白
木
専
務
か
ら
、
こ
の
工
場
は
大
消

費
地
に
近
く
大
量
の
原
料
が
必
要
だ
が
、

原
料
を
士
幌
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ

て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
士
幌
か
ら
工
場
に
視
察

に
来
て
頂
け
る
と
、
生
産
者
と
工
場
の

職
員
の
間
で
色
々
な
話
が
出
来
る
し
、

互
い
の
思
い
も
伝
わ
り
色
々
な
面
で
プ

ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
現
に
平
成
27
年
11

月
～
29
年

２
月
に
か

け
て
女
性

の
方
が
視

察
に
来
て

く
れ
た
時

に
は
、
そ

の
後
原
料

が
良
く
な

り
皆
さ
ん
が
き
ち
ん
と
や
っ
て
く
れ
て

い
る
の
を
感
じ
我
々
も
そ
れ
に
対
し
て

一
生
懸
命
製
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。
士
幌
の
生

産
者
が
作
る
農
産
物
に
付
加
価
値
を
高

め
て
還
元
す
る
こ
と
が
工
場
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
色
々
な

組
織
や
部
会
で
視
察
を
行
う
際
に
は
、

是
非
私
ど
も
の
工
場
も
視
察
先
の
一
つ

に
入
れ
て
頂
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
株
式
会
社

　
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ（
株
）は
、

平
成
18
年
に
全
農
の
1
0
0
％
出
資
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
牛
肉
、
豚
肉
の
集
荷

か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行

う
業
界
有
数
の
食
肉
販
売
会
社
で
す
。

大
消
費
地
を
中
心
に
営
業
拠
点
を
配
置

し
、
量
販
店
や
生
協
、
外
食
企
業
な
ど

へ
の
販
売
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
全
体
で
は
、
士
幌
の
肉
牛
を
年

間
２
万
頭
以
上
を
扱
っ
て
お
り
、
し
ほ

ろ
牛
肉
ま
つ
り
へ
も
参
加
協
力
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
社
で
は
、
最
近
は
肉

だ
け
で
な
く
て
野
菜
等
と
の
コ
ラ
ボ
で

新
た
な
商
品
の
開
発
も
手
掛
け
て
お
り
、

現
在
は
北
海
道
フ
ー
ズ
と
の
間
で
コ
ラ

ボ
商
品
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
担
当
者
か
ら
農
業
無
く
し
て
人
の
命

は
繋
げ
な
い
の
で
、
大
産
地
で
あ
る
士

幌
町
に
は
私
た
ち
消
費
地
で
は
作
れ
な

い
も
の
を
作
っ
て
下
さ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
士
幌
町
に
は
飼
料
自
給

率
向
上
に

向
け
た
取

り
組
み
や

地
域
内
で

栄
養
素
の

循
環
を
最

大
限
利
用

で
き
る
耕

畜
連
携
の

再
構
築
な
ど
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
し
、

食
料
の
未
来
は
生
産
者
皆
さ
ん
と
共
に

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
共
に
未
来
を

創
造
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

結
び
に

　
今
回
の
視
察
研
修
は
、
農
協
の
色
々

な
部
署
か
ら
ご
助
言
を
頂
き
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
の
研
修
の
中
で
、
士
幌
か
ら
出
荷

さ
れ
た
農
畜
産
物
の
販
売
状
況
ま
た
は

加
工
状
況
を
は
じ
め
、
士
幌
町
と
の
繋

が
り
を
改
め
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
、
こ

の
様
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
國
井
組
合
長
を
始
め
役
職
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
研
修
報
告
と
致
し
ま

す
。

会
員
組
合
、

令
和
４
年

度
の
実
績

で
6
9
2

億
円
の
売

り
上
げ
が

あ
る
連
合

会
で
、
士

幌
町
と
は

全
酪
連
の
預
託
事
業
と
し
て
中
士
幌
牧

場
や
町
内
の
酪
農
家
で
預
託
牛
を
受
入

し
て
い
る
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
ら
く
の
う
マ
ザ
ー
ズ
の
乳
業
事
業
に

は
熊
本
工
場
と
菊
池
工
場
の
２
つ
の
乳

業
工
場
が
あ
り
、
そ
の
中
の
熊
本
工
場

を
視
察
し
ま
し
た
。
熊
本
県
の
生
乳
の

生
産
量
は
北
海
道
・
栃
木
に
次
い
で
全

国
第
三
位
で
、
熊
本
工
場
は
昭
和
49
年

に
操
業
を
開
始
し
現
在
で
は
九
州
の
中

で
最
大
級
の
乳
業
工
場
に
な
り
、
牛
乳
・

乳
飲
料
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
プ
リ
ン
等
の

チ
ル
ド
商
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
関
連
施
設
の
阿
蘇
ミ
ル
ク
牧
場
で

は
、
牛
の
乳
し
ぼ
り
体
験
を
し
た
り
、

乳
牛
・
山
羊
・
羊
・
豚
な
ど
多
く
の
動

物
た
ち
と
自
由
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
通

し
て
よ
り
多
く
の
人
々
に
酪
農
業
の
魅

力
や
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
生
産

者
と
生
活
者
の
交
流
や
酪
農
・
乳
業
へ

の
理
解
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふ
く
れ
ん
宮
田
工
場

�

（
福
岡
県
宮
若
市
）

　
株
式
会
社
ふ
く
れ
ん
は
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
福
岡
県
本
部（
Ｊ
Ａ
全

農
ふ
く
れ
ん
）の
子
会
社
で
、
平
成
13

年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県

産
を
は
じ
め
と
す
る
国
産
原
料
を
主
体

と
し
た
加
工
事
業（
飲
料
・
食
品
加
工
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
く
れ
ん
に
は
農

産
物
の
加
工
品
や
豆
乳
を
製
造
す
る
宮

田
工
場
と
清
涼
飲
料
水
や
乳
飲
料
を
製

造
す
る
甘
木
工
場
の
２
つ
の
工
場
が
あ

り
、
そ
の
中
の
宮
田
工
場
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
宮
田
工
場
の
豆
腐
・
豆
乳
製
造
ラ
イ

ン
で
は
豆
腐
は
月
に
20
万
丁
く
ら
い
製

造
し
て
お
り
、
豆
乳
に
つ
い
て
は
、
昨

年
7
月
に
過
去
最
高
と
な
る
2
，

7
0
0
ｔ
／
月
を
搾
汁
し
ま
し
た
。
豆

乳
は
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
や
マ
ル
サ
ン
ア
イ

の
ブ
ラ
ン
ド
で
も
製
造
し
て
い
ま
す
。

豆
乳
は
常
温
流
通
が
可
能
な
の
で
北
海

道
・
沖
縄
も
含
む
全
国
に
出
荷
さ
れ
て

お
り
、
最
近
で
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の

ス
ム
ー
ジ

ー
の
原
料

に
も
使
わ

れ
て
い
ま

す
。
野
菜

処
理
加
工

ラ
イ
ン
で

は
、
袋
サ

ラ
ダ
は
1

農
協
運
営
協
力
委
員
長
会

�
道
外
視
察
研
修
報
告

熊本大同青果

らくのうマザーズ熊本工場

ふくれん宮田工場

ポテトフーズ関東工場

ＪＡ全農ミートフーズ

ポテトフーズ
白木専務
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J
A
士
幌
町
女
性
部
生
活
専
門
部

会（
桒
原
理
会
部
会
長
）で
は
、
12
月
20

日（
水
）エ
ー
コ
ー
プ
士
幌
店

A
S
P
O
に
於
い
て
、
同
部
会
の
取

り
組
み
と
し
て
年
末
商
材
の
試
食
販
売

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
長
ら
く
開
催
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
年

末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
伊
達
巻
と
蒲

鉾
、
三
種
類
の
し
ほ
ろ
の
煮
豆
を
お
皿

に
盛
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
を
お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
試
食
さ
れ
た
方
は「
美
味
し
い
」「
ど

の
商
品
な
の
？
」と
尋
ね
ら
れ
、
そ
の

場
で
買
い
求
め
て
く
だ
さ
る
方
も
い
る

な
ど
盛
況
の
う
ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
２
月
６
日（
火
）～
７
日（
水
）、
女
性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
部
員
39
名
が
参

加
し
、
農
協
２
階
第
２
・
３
ホ
ー
ル
、
十
勝
川
温
泉
第
一
ホ
テ
ル
豆
陽
亭
、
明
治

な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
て
交
流
会
・
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
農
協
２
階
第
２
・
３
ホ
ー
ル
に
て
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
を
中
心
に

拉
致
被
害
者
や
そ
の
家
族
を
題
材
と
し
た『
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
』と
い
う
映
画
を
鑑

賞
し
た
の
ち
、
ホ
テ
ル
へ
と
向
か
い
、
夕
食
の
懇
親
会
で
は
、
女
性
部
役
員
に
よ

る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
が
開
催
さ
れ
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
明
治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
チ
ー
ズ
の
製
造
工
程
を
見
学
し
、

普
段
口
に
し
て
い
る
チ
ー
ズ
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
興
味
深
く
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
11
月
25
日（
土
）に

十
勝
川
温
泉
第
一
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
下
居
辺
運
営
協
力
委
員

会
女
性
部
の
設
立
70
周
年
を
祝

う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
祝
う
会
の

吉
田
光
代
事
業
担
当
代
表
よ
り

「
70
周
年
に
至
る
ま
で
、
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。

下
居
辺
女
性
部
の
発
展
に
ご
尽

力
頂
い
た
歴
代
役
員
や
部
員
、

事
務
局
と
し
て
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
歴
代
事
業
所
長
や
職
員
の
皆

様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
家

族
の
理
解
と
協
力
・
応
援
に
よ

り
活
動
出
来
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。」と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
女
性
部
活
動
に
ご

貢
献
い
た
だ
い
た
60
周
年
以
降

の
歴
代
支
部
長
・
理
事
・
事
業

所
長
の
14
名
の
方
々
に
上
山
由

美
子
部
長
よ
り
感
謝
状
及
び
記

念
品
を
贈
呈
し
、
来
賓
よ
り
挨

拶
を
頂
き
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
吉
田
こ
ず
恵
部
長
）で
は
、

１
月
31
日（
水
）～
２
月
１
日（
木
）に
隔
年
で
行
わ

れ
て
い
る
理
事
・
支
部
長
研
修
を
開
催
し
、
ク
レ

イ
セ
ラ
ピ
ー
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ク
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
と
は
地
中
深
く
に
存
在
す
る

ク
レ
イ（
粘
土
）を
利
用
し
て
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

や
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
自
然
療
法
の
こ
と
で
、
研

修
会
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
栗
原
智
子（
く

り
は
ら
と
も
こ
）氏
を
講
師
に
招
き
、
ク
レ
イ
パ
ッ

ク
を
作
成
し
て
手
首
に
塗
っ
た
り
、
日
常

に
使
え
る
ク
リ
ー
ム
に
加
工
し
た
り
し
ま

し
た
。

　
ク
レ
イ
パ
ッ
ク
を
塗
っ
た
際
に
は
、
使

用
前
後
で
素
肌
の
色
が
変
わ
る
な
ど
効
果

を
実
感
す
る
な
ど
楽
し
ん
で
研
修
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。

試食どうぞ～ 試食準備！

しほろの煮豆

J
A
女
性
部

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
部
員
研
修
会・交
流
会

生
活
専
門
部
会
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
で

試
食
会
開
催

下
居
辺
運
営
協
力
委
員
会

女
性
部
設
立
70
周
年
を
祝
う
会

女
性
部 

理
事・支
部
長
研
修

豪華賞品をかけてじゃーんケーンぽん！

美味しいチーズもいただきました 牛についてもお勉強

長いかなぁ？

クレイパックをぬりぬり

講師の栗原氏

真剣に作成中
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冬
期
研
修
会
を
開
催

十
勝
の
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ

Ｊ
Ａ
組
織
学
習
会
を
開
催

農
協
組
織
へ
の
理
解
を
深
め
る

「
大
新
春
ま
つ
り
２
０
２
４
」に
て

�

乳
製
品
配
布
を
実
施
！

食
用
馬
鈴
薯
課
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

担
い
手
担
当
で
畑
作
学
習
会
を
開
催
！

　
J
A
士
幌
町
青
年
部（
渡
邊
覚
士
部
長
）で
は
12
月
15
日（
金
）、
農
協
２
階

ホ
ー
ル
に
て
冬
期
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
株
式
会
社
勝
毎
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

取
締
役
社
長 

林
克
彦
氏
を

講
師
に
招
き
、「
北
海
道
ホ
テ
ル
に
お
け
る
～
食
と
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

取
り
組
み
～
顧
客
創
造
と
満
足
度
を
両
立
す
る
地
域
の
高
付
加
価
値
化
づ
く
り
」

と
題
し
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
通
過
型
観
光
地
で
あ
っ
た
十
勝
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
べ
く
北

海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
を
構
築
し
た
際
の
話
や
、
赤
字
の
続
い
て
い
た
北
海
道
ホ

テ
ル
を
黒
字
転
換
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
改
革
と
次
な
る
一
手
に
つ
い
て
、
顧

客
創
造
分
析
と
人
・
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
観
点
か
ら
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
部
員
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、
質
疑
応
答
の
際
は
時
間

一
杯
ま
で
質
問
が
で
ま
し
た
。

　
青
年
部
理
事
会
担
い
手
担
当（
責
任
者　
丹
治
智
宏
）

で
は
11
月
24
日（
金
）、
新
入
部
員
を
対
象
に
農
協
組

織
へ
の
理
解
を
深
め
知
識
と
見
識
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
新
入
部
員
15
名
と
青
年
部
役
員
出
席

の
も
と「
青
年
部
J
A
組
織
学
習
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　
初
め
に
参
加
部
員
同
士
で
支
部
や
名
前
な
ど
の
自

己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
國
井
浩
樹
組
合
長
よ
り
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
協
同
組
合
の
理
念
に
つ
い
て

説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
班
に
分
か
れ
て

士
幌
町
振
興
公
社
と
食
用
馬
鈴
薯
貯
蔵
施
設
を
入
れ

替
わ
り
で
見
学
し
た
後
に
、
農
協
記
念
館
で
第
４
代

組
合
長
を
務
め
ら
れ
た
故
安
村
志
朗
氏
の
人
生
を
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
D
V
D
を
視
聴
し
、
当
組

合
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
目
に
す

る
こ
と
の
な
い
施
設
内
部
の
見
学
や
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
今
後
の
士
幌
町
農
業
を
担
っ
て
い
く
部
員

の
皆
様
が
組
織
を
学
ぶ
た
め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
青
年
部
理
事
会
P
R
担
当（
責

任
者　
岡
本
健
吾
）で
は
、
1
月

6
日（
土
）か
ら
7
日（
日
）の
二
日

間
、
道
の
駅「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」で

開
催
さ
れ
た「
大
新
春
ま
つ
り

2
0
2
4
」の
2
日
目
に
参
加
し
、

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
乳
製

品
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
道
の
駅
の
構
内
に
ブ
ー
ス
を
設

け
、
乳
製
品
の
消
費
に
つ
い
て
よ

び
か
け
な
が
ら
、
よ
つ
葉
乳
業
の

牛
乳
2
0
0
ｍｌ
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
配
布
を
行
い
、
活
発
な

P
R
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
来
場
者
も
多
く
午
前
中
の
う
ち

に
配
布
が
終
わ
り
と
て
も
好
評
で

し
た
。
当
事
業
に
よ
り
乳
製
品
に

関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
消
費
拡
大

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
青
年
部
理
事
会
担
い
手
担
当（
責

任
者 

丹
治
智
宏
）で
は
12
月
20
日

（
水
）、
農
協
２
階
ホ
ー
ル
に
て
、

畑
作
部
員
約
40
名
参
加
の
も
と
学

習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
士
幌
町
農
業
協
同
組
合 

食
用
馬
鈴
薯
課 

課
長 

田
中
政
伸

氏
を
講
師
に
招
き
、「
食
用
馬
鈴
薯

課
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」と
題

し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
習
会
の
中
で
は
、
食
用
馬
鈴

薯
課
で
日
々
行
っ
て
い
る
業
務
や
、

士
幌
馬
鈴
薯
施
設
運
営
協
議
会
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
説
明
を
頂
い

た
他
、
物
流
業
界
の
2
0
2
4
年

問
題
に
つ
い
て
の
対
応
や
、
販
売

力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
等
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
説

明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
問
題
等
は
今
後
の

集
荷
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
か
ら
参
加
し
た
部
員
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
お
り
、
大
変
有
意
義

な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

真剣に耳を傾ける部員全員で記念撮影 國井組合長の講演を聞く部員

学習会の様子乳製品消費にご協力ください！ 講師の田中氏配布の様子

講師の林克彦氏

士幌町振興公社見学の様子

馬鈴薯貯蔵施設見学の様子

挨拶する渡邊部長
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士幌町農業協同組合
組合員相談課　TEL：5-5705
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1・2月合併号の正解/
ハツヒノデ

当 選 者 発 表

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

中津井千咲
井原　和枝
尾関ともみ
小林　和子
篠原　大河

梅本はるみ
原田　詩乃
中村　有吾
佐藤久美子
藤田　　葵

１・２月合併号掲載問題の応募者は74名で74名
が正解でした。厳正なる抽選の結果、次の方が当
選しました。当選者には、組合員相談課にてプレ
ゼントをお渡し致します。

おめでとうございます

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■�プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。
■当選者は、次号にて掲載致します。

二重マスの文字を、A〜Eの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

3月15日
（金）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

クロスワードパズル

あ た ま の た い そ う

応募方法

	２	歌のうまさを競うイベント
	５	釣りで使う擬餌針のこと
	７	舌で感じ取るもの
	８	日本一高いものは3776m あります
	９	「峠の――」は群馬県・JR 横川駅の名

物駅弁です
	11	人や車が行き来する道のこと
	12	このような役を演じられるとは役者――

に尽きます
	14	ものを記憶する器官
	15	ホルスタイン、ジャージーといえば
	16	寄せ書きに使ったりサインをもらった

り
	17	ホワイトデーに贈ることもある、ふわ

ふわと軟らかいお菓子

	１	３月下旬から４月上旬までの学校の休
暇

	２	イエスの反対語
	３	俳句や和歌で規定より音数が多いもの

のこと
	４	いいかげんなことはしません
	６	海に潜って貝などを採ります
	９	どこからか梅の花の――が漂ってきた
	10	卒業生が校長から卒業――を授与され

た
	11	捕手とバッテリーを組みます
	13	原稿――、投票――
	14	雨宿りのときに借ります
	16	姫路や彦根、松本のものが有名

3月21日 ~4月19日

牡羊座牡羊座

今月のあなたの運勢2024

4月20日 ~5月20日 5月21日 ~6月21日 6月22日 ~7月22日

牡牛座牡牛座 双子座双子座 蟹　座蟹　座

7月23日 ~8月22日

11月23日 ~12月21日

獅子座獅子座

射手座射手座

8月23日 ~9月22日

12月22日 ~1月19日

9月23日 ~10月23日

1月20日 ~2月18日

10月24日 ~11月22日

2月19日 ~3月20日

乙女座乙女座

山羊座山羊座

天秤座天秤座

水瓶座水瓶座

蠍　座蠍　座

魚　座魚　座

３

今月の抽選者
西部珠生さん

全体運：上昇運です。一つ一つ丁
寧に進めていきましょう。春の女神
がほほ笑みます。好情報も入手でき
そうです

健康運：友人と一緒に新しい健康
法を試してみましょう

幸運の食べ物：春キャベツ

全体運：想定外の事態になっても
慌てないように。経験者の話はとて
も参考になります。手を貸してもら
えることも。相談を

健康運：けがに注意。準備運動で
体をほぐしましょう

幸運の食べ物：アシタバ

全体運：気になることが多そう。
気の置けない友人たちとの時間が心
の慰めに。部屋の整理整頓をすると
運気アップ

健康運：遊び感覚でできる体力ア
ップ方法がお勧め

幸運の食べ物：カリフラワー

全体運：運勢は穏やか。交友関係
が活発化。楽しい話が舞い込みそう。
あなたも面白い話を披露して。技術
習得の勉強が吉

健康運：不調を感じたら休息を。
無理をしないのが一番

幸運の食べ物：ウド

全体運：あれこれやらなければと
思いがち。状況を整理して優先順位
の低いものは除いていきましょう。
計画的に動いて

健康運：デトックスにツキ。ハー
ブティーやサウナをどうぞ

幸運の食べ物：タマネギ

全体運：交流会やセミナーに参加を。
見聞を広めると幸運が舞い込みます。
友人たちと遊びに行くのもお勧め。
旅行も吉

健康運：食事はバランス良く。旬
のものをたくさん食べて

幸運の食べ物：ミツバ

全体運：油断は禁物。いつも使っ
ている道具だからこそ安全点検をし
っかりと。その心がけが福を招きま
す。連絡は早めに

健康運：筋力アップのチャンス。
ハードなトレーニングも◎

幸運の食べ物：シイタケ

全体運：勢い余ってフライングを
しないように。マナーを守ってこそ
あなたの良さが光ります。細かい作
業にツキ

健康運：さまざまなスポーツを楽
しんで。記録更新にも期待

幸運の食べ物：カブ

全体運：頑張りが利きます。力業
でなんとかできることも多いですが
周囲への配慮も忘れずに。買い物運
があります

健康運：ハードな作業もばっちり
こなせます。スポーツが吉

幸運の食べ物：カラシナ

全体運：新しい情報を積極的に取
り入れましょう。良い思い付きが得
られるはず。旅行の計画を立てるの
もお勧めです

健康運：体を温めて。特におなか
周りは冷やさないこと

幸運の食べ物：クレソン

全体運：好調運。ただ準備不足で
動くのは避けて。下調べをしておけ
ば好結果が期待できます。レジャー
運も良好です

健康運：痛みや不調は早めにケアを。
休息が大切

幸運の食べ物：パセリ

全体運：好調運。積極的に主導権
を握りましょう。目立つことも開運
につながります。ヘアスタイルを変
えるのもお勧め

健康運：足元を温めて。手や足の
指の運動にツキ

幸運の食べ物：ニラ

つれづれ広場

毎月、充実した
広報誌
楽しく

拝読しております

まさし.稲バ

春からは夫婦2人の
生活。昔に戻るだけ
なのに…娘も居な
くなったらボケが更
にパワーUPしそう。
膝まで老化してきた
(エーン)。でもまだ
数年頑張るぞ！

てんてこ舞い婆

最近、常会(班)を脱退す
る人がどこでも増えてい
ると聞き、確かに現状、
昔の様に葬儀等のお手
伝いもない、イベントも
中々参加できないとなる
と、入っている意味って考
えます。何か意見あれば
聞かせてください。

てんてこ舞い婆

デントコーンが刈り取ら
れた畑にたくさんの白鳥
が今年もやってきまし
た。心癒されます。

また来年もきてね！

山野かえで

※�情勢により変更となる場合がございますので、
ご了承下さい。

営業時間 8:30〜18:30

営業時間 7:00〜20:00
休 業 日 ３月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30〜19:00

休 業 日 毎週日曜日

アスポ

ガソリンスタンド
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